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§１．研究開発実施体制 

 

（１）「身体機能情報による児童 Well-being 支援技術開発」グループ（麻布大学） 

① 研究開発代表者：菊水 健史 （麻布大学獣医学部、教授） 

② 研究項目 

・研究全体の統括 

・一般家庭での研究実施 

・行動・生理データ取得 

・細菌叢解析・ホルモン解析 

 

（２）「コホート研究による児童 Well-being 支援技術開発」グループ（東京都医学総合研究所） 

① 主たる共同研究者：山崎 修道 （東京都医学総合研究所、副参事研究員） 

② 研究項目 

・家庭内関係性の解析 

・コホート研究の継続とデータ共有 

・Well-being の重要要因抽出 

 

（３）「家庭内ネットワーク情報による児童 Well-being 支援技術開発」グループ（大阪市立大学） 

① 主たる共同研究者：藤本 まなと （大阪市立大学大学院工学研究科、准教授） 

② 研究項目 

・行動・会話データ転送、可視化、解析 

・家庭内ネットワーク可視化、解析 

・データ保守、管理支援 

 

§２．研究開発成果の概要 

 

本課題では、動物の介在はヒトとヒトのつながりを高め、家庭内や学校などにおける向社会性に基

づく社会的関係の改善を介して、対象者の Well-being を改善させると仮説を立て、以下の目標を

設置し、研究を実施した。特に、IoT 技術を駆使した生理学、心理学、行動学に加え、臨床でも重

要視される内分泌学、免疫学、微生物学を含んだ家庭内ネットワークを網羅したデータ収集は皆

無であり、この基盤を活かすことで、これまで未踏であった、ライフステージにおける社会ネットワー

クと Well-being の関係のリアルタイム可視化の達成を目指している。１）イヌの飼育者を対象に、飼

育による社会的関係の変化に加え、運動活性の変化、睡眠の変化、QOL、Well-Being、ホルモン

基礎分泌量、腸内細菌叢変化、の網羅的データの統計処理し、Well-Beingを構成する要因の絞り

込みに成功した。また、思春期後期の学生を対象に、イヌ飼育を独立変数とし、Well-Being を目的

変数とした共分散構造分析を実施し、イヌの飼育が家庭内関係性を介して Well-Being を高める可

能性を見出した。２）加速度センサー、位置情報センサー、会話時間の計測、ならびに音調による

気分測定などの最新技術を用いて、家庭内ネットワークの解析の精度を高めた。さらに AI カメラに

よる室内位置情報の取得を開始し、その精度を向上させる技術開発を行った。３）アジア最大規模

の東京ティーンコホート研究（TTC）を用いて、幼少期の過程内環境、特に母親の環境適応と児童
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への体罰の関係性など、家庭内ネットワークのあり方についての横断的分析を実施した。また児童

の Well-Being と腸内細菌叢とホルモンの関係を明らかにした。並行して、イヌ飼育過程における家

庭内関係資本や社会関係資本との関連性を調べるアンケート調査の解析を実施した。現時点で

は、大きな成果には至っていないものの、予定した計画を進めている。 
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